
明
治
大
学
教
養
論
集
　
通
巻
四
四
七
号
　
（
二
〇
〇
九
・
三
）
二
七
－
五
四
頁

檀
家
制
度
の
成
立
と
展
開

圭
　
室
　
文
　
雄

、
檀
家
制
度
の
成
立

　
檀
家
制
度
（
庶
民
の
葬
祭
を
媒
介
と
す
る
寺
と
檀
家
の
関
係
）
が
い
つ
頃
か
ら
出
来
た
の
か
と
問
わ
れ
て
、
明
快
に
答
え
ら
れ
る
人
は
ま

ず
居
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
檀
家
制
度
が
い
つ
頃
か
ら
ど
の
よ
う
な
理
由
で
つ
く
ら
れ
た
の
か
を
歴
史

的
に
た
ど
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
檀
家
制
度
が
形
成
さ
れ
て
い
く
の
に
は
五
つ
く
ら
い
の
段
階
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
順
を
お
っ
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
庶
民
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
寺
で
葬
式
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
ま
す
。

中
世
に
お
け
る
寺
院
と
葬
祭

　
庶
民
の
先
祖
達
が
古
く
か
ら
寺
院
で
葬
式
を
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寺
院
で
葬
式
を
し
た
の
は
古
く
は
天
皇
や
貴
族
、

上
級
武
士
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
京
都
の
泉
涌
寺
で
は
孝
明
天
皇
ま
で
の
歴
代
天
皇
の
葬
祭
を
行
っ
て
い
ま
し
た
し
、

あ
る
い
は

平
安
時
代

二
七



　
　
　
　
明
治
大
学
教
養
論
集
　
通
巻
四
四
七
号
（
二
〇
〇
九
・
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

に
は
奈
良
の
興
福
寺
や
宇
治
の
平
等
院
な
ど
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
等
の
寺
は
開
基
檀
那
で
あ
る
藤
原
氏
が
一
族
の
菩
提
を
供
養

す
る
寺
で
し
た
。
鎌
倉
の
寿
福
寺
は
北
条
政
子
が
開
基
と
な
っ
た
源
氏
の
菩
提
寺
で
す
。
ま
た
紫
陽
花
で
有
名
な
鎌
倉
の
明
月
院
は
上
杉
憲

方
の
法
名
（
戒
名
）
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
上
杉
一
族
の
菩
提
寺
で
す
。
こ
の
よ
う
な
寺
院
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
本
来
寺

院
と
い
う
の
は
そ
の
開
基
者
（
外
護
者
）
や
そ
の
一
族
の
菩
提
を
弔
う
場
所
で
あ
り
、
寺
院
へ
の
経
済
的
援
助
は
そ
の
一
族
と
そ
の
子
孫
が

保
証
し
た
も
の
で
し
た
。
開
基
者
は
時
代
が
下
が
る
と
守
護
・
地
頭
・
荘
園
領
主
・
在
地
領
主
・
守
護
大
名
・
戦
国
大
名
な
ど
へ
と
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
が
、
つ
ま
り
は
こ
れ
ら
有
力
者
の
援
助
に
よ
り
経
営
が
支
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
寺
院
の
境
内
に
庶
民
が
墓
を
作

り
、
そ
の
寺
で
庶
民
の
法
要
を
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
中
世
後
期
荘
園
制
度
の
崩
壊
や
下
剋
上
の
世
と
な
り
ま
す
と
、
本
来
の
開
基
檀
那
が
そ
の
地
位
を
失
い
没
落
し
、
そ
の
事
に
よ
り

寺
院
は
経
営
が
不
安
定
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
至
っ
て
寺
は
経
営
を
こ
れ
ま
で
の
開
基
檀
那
の
み
で
は
な
く
庶
民
の
葬
祭
に

そ
の
活
路
を
探
し
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
そ
の
よ
う
な
動
き
を
ま
ず
曹
洞
宗
の
高
僧
の
語
録
に
み
ま
す
と
、
そ
の
内
容
で
坐
禅
と
葬
祭
に

つ
い
て
記
述
さ
れ
た
割
合
は
、
道
元
（
一
二
〇
〇
1
一
二
五
三
）
「
永
平
広
録
」
に
よ
る
と
、
坐
禅
九
九
％
、
葬
祭
一
％
で
す
。
こ
こ
で
は

坐
禅
を
中
心
と
し
た
出
家
の
規
範
を
説
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
や
や
時
代
が
下
が
り
ま
す
が
、
松
堂
高
盛
（
一
四
三
一
－
一
五
〇
五
）

「
円
通
松
堂
禅
師
語
録
」
で
は
、
坐
禅
八
％
、
葬
祭
九
二
％
と
な
り
、
坐
禅
の
記
事
が
激
減
し
て
、
葬
祭
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
一

五
〇
〇
年
ご
ろ
に
は
曹
洞
宗
の
僧
侶
達
も
本
来
の
坐
禅
修
行
の
み
で
は
な
く
、
葬
祭
が
生
活
の
中
心
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
ま

す
。
曹
洞
宗
寺
院
に
お
い
て
さ
え
も
経
営
の
中
心
を
こ
れ
ま
で
の
開
基
檀
那
の
菩
提
供
養
か
ら
庶
民
の
葬
祭
に
転
換
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え

ま
す
。
そ
こ
で
次
に
別
の
史
料
か
ら
寺
院
が
庶
民
の
葬
祭
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
事
例
を
検
討
し
て
み
ま
す
。



高
野
山
月
牌
帳
に
み
る
法
名
（
戒
名
）

　
古
義
真
言
宗
高
野
山
の
塔
頭
寺
院
に
は
中
世
後
期
以
来
の
「
月
牌
帳
」
が
彩
し
い
数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
野
山
高
室
院
に
は
明
治
時
代

以
前
に
存
在
し
た
五
つ
の
塔
頭
、
即
ち
高
室
院
・
慈
眼
院
・
大
乗
院
・
蓮
乗
院
・
発
光
院
の
史
料
が
約
四
〇
〇
〇
点
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
史
料
は
明
治
以
降
廃
寺
と
な
っ
た
四
塔
頭
分
も
高
室
院
に
併
合
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
五
塔
頭
分
を
合
計
し
ま
す
と
「
月
牌
帳
」

の
み
で
も
約
六
〇
〇
冊
で
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
法
名
は
全
国
二
三
か
国
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
「
月
牌
帳
」
と
は
塔
頭
寺
院
が
毎
月
の

命
日
に
月
牌
料
納
入
者
の
菩
提
供
養
を
す
る
台
帳
で
す
。
庶
民
の
先
祖
達
は
中
世
後
期
か
ら
伊
勢
参
り
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
お
り
伊
勢

神
宮
で
は
現
世
利
益
の
祈
祷
を
し
て
、
そ
の
こ
高
野
山
に
足
を
の
ば
し
、
こ
こ
で
は
先
祖
の
菩
提
供
養
を
す
る
の
が
慣
わ
し
で
し
た
。

　
中
世
後
期
の
史
料
と
し
て
割
合
ま
と
ま
っ
て
い
る
「
高
室
院
月
牌
帳
」
に
記
入
さ
れ
て
い
る
の
は
参
詣
者
の
姓
氏
名
．
住
所
名
．
近
親
者

の
法
名
・
命
日
（
没
年
月
日
）
・
支
払
っ
た
供
養
料
な
ど
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
勿
論
高
野
山
で
菩
提
供
養
を
し
た
の
は
真
言
宗
寺

院
の
檀
家
に
は
限
り
ま
せ
ん
。
仏
教
諸
宗
派
の
法
名
は
も
と
よ
り
、
神
葬
祭
・
儒
葬
祭
の
法
名
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
言
え
ば

高
野
山
は
宗
派
性
を
問
わ
ず
、
全
て
の
日
本
人
の
菩
提
供
養
を
す
る
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
一
方
で
高
野
山
に
参
詣
し
た
人
々
の
近

親
者
が
す
で
に
そ
の
地
域
の
寺
で
法
名
を
付
与
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
勿
論
多
く
の
寺
院
も
こ
の
段
階
で
庶
民
に
法
名
を
付
与

し
て
い
ま
す
。

　
次
の
表
は
相
模
国
か
ら
高
野
山
高
室
院
へ
行
き
菩
提
寺
供
養
を
し
た
人
々
の
う
ち
一
六
〇
〇
年
以
前
の
も
の
を
表
示
し
ま
し
た
。

　
第
一
表
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
と
、
一
六
〇
〇
年
以
前
を
一
〇
年
刻
み
で
表
示
し
て
い
ま
す
。
「
高
野
山
高
室
院
月
牌
帳
」
（
相
模
国
分
）

は
一
五
三
六
年
分
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
年
は
一
名
で
、
四
字
法
名
で
す
。
第
一
表
で
は
法
名
は
左
か
ら
右
に
上
昇
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
二
字
と
二
字
禅
定
門
・
尼
は
同
格
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
同
様
に
四
字
と
四
字
禅
定
門
・
尼
も
同
格
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
て
、

檀
家
制
度
の
成
立
と
展
開

二
九



第1表　高室院月牌帳（神奈川県相模国のみ）

明
治
大
学
教
養
論
集
　
通
巻
四
四
七
号
（
二
〇
〇
九
・
三
）

年　代 二字
二字禅
阮蜩

四字
四字禅
阮蜩

信士　信女 居士　大姉 院号 合　計

1536～1540 1 1

1541～1550 30 7 5 3 45

1551～1560 118 4 3 1 126

1561～1570 124 10 8 4 1 147

1571～1580 122 17 14 7 2 162

1581～1590 235 106 46 14 3 2 1 407

1591～1600 214 15 28 3 3 263

合　　計 843 159 105 31 3 9 1 1151

参考文献：高野山高室院文書

三
〇

そ
こ
で
注
目
し
て
頂
き
た
い
の
は
合
計
の
欄
で
す
。
一
五
五
一
－
一
五
六
〇
年
頃
か

ら
法
名
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
後
漸
増
し
つ
つ
カ
ー
ブ
が
上
昇
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
一
五
五
一
年
頃
以
降
に
庶
民
の
法
名
が
増
加
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
次
に
法
名
の
特
色
を
検
討
し
ま
す
と
、
一
五
三
六
－
一
六
〇
〇
年
の
間
で
は
二
字
・

二
字
禅
定
門
・
尼
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
事
が
わ
か
り
ま
す
。
全
体
の
約
八
七
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
四
字
・
四
字
禅
定
門
・
尼
で
、
全
体
の
約
一
二
％

を
占
め
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
院
号
、
居
士
・
大
姉
、
信
士
・
信
女
は
合
計
一
三
に

過
ぎ
ず
、
全
体
の
約
一
％
と
い
う
数
字
を
得
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
中
世
後
期
の
法

名
は
そ
の
多
く
が
二
字
・
二
字
禅
定
門
・
尼
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

　
次
に
第
二
表
は
高
野
山
蓮
華
定
院
に
の
こ
る
信
濃
国
佐
久
郡
の
月
牌
帳
を
表
示
し

た
も
の
で
す
。
法
名
は
一
五
二
三
年
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
佐

久
郡
は
曹
洞
宗
寺
院
が
極
め
て
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
相
模
国
に
み
ら
れ
る

よ
う
な
二
字
や
四
字
の
み
の
法
名
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
信
士
・
信
女
、
院
号
な
ど

の
法
名
も
見
出
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
同
時
代
で
あ
り
隣
接
国
で
あ
り
な
が
ら
法

名
の
つ
け
方
に
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
さ
て
、
合
計
の
欄
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
信
濃
国
佐
久
郡
の
場
合
は
、
相
模

国
よ
り
や
や
遅
れ
て
一
五
七
一
年
頃
あ
た
り
か
ら
法
名
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
わ



か
り
ま
す
。
恐
ら
く
こ
の
時
期
あ
た
り
か
ら
寺
が
庶
民
に
法
名
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の
二
か
国
に
共
通

す
る
現
象
と
し
て
は
、
一
五
九
一
1
一
六
〇
〇
年
の
間
は
法
名
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
相
対
的
に
庶
民
の
法
名
が
減
少
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
こ
の
史
料
の
性
格
上
、
歴
史
的
に
み
れ
ば
一
六
〇
〇
年
の
関
が
原
の
役
の
直
前
で
あ
り
、
庶
民
が
伊
勢
や
高
野
山
に
お
参
り
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
況
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
こ
の
数
字
に
反
映
し
て
い
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
濃
国
の
場
合
も
二
字
禅
定
門
・
尼
が
多
く
、
全
体
の
約
八
一
％
、
四
字
禅
定

剤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
．
尼
が
そ
れ
に
つ
ぎ
約
一
六
％
、
居
士
．
大
姉
は
約
三
％
と
い
う
数
字
を
得
ま

脚
　
　
　
　
　
　
　
　
す
・
や
は
り
こ
・
で
も
二
字
禅
定
門
・
尼
が
圧
倒
的
に
多
か
・
た
・
と
が
伺
え
ま

久佐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

国
畷
　
　
　
　
　
　
　
　
限
ら
れ
た
史
料
で
す
が
、
一
五
五
〇
⊥
五
七
〇
年
あ
た
り
を
上
限
と
し
、
寺

県
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院
が
庶
民
に
法
名
を
付
与
し
て
い
る
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
法
名
は
両
地

闘
　
　
　
　
　
　
　
　
域
と
も
に
二
字
三
字
禅
定
門
・
尼
が
圧
倒
的
に
多
か
・
た
・
と
が
指
摘
で
き
ま

（帳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
檀
家
制
度
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
緩
や
か
な
寺
と
檀
家

牌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書

第2表蓮華定院月

年　代 二字禅定門尼 四字禅定門尼 居士　大姉 合　計

1523～1530 24 3 27

1531～1540 32 9 1 42

1541～1550 18 3 21

1551～1560 18 18

1561～1570 22 7 1 30

1571～1580 81 12 3 96

1581～1590 70 9 4 83

1591～1600 27 14 1 42

合　　計 292 57 10 359

檀
家
制
度
の
成
立
と
展
開

参考文献：高野山蓮華定院文

の
結
び
つ
き
を
示
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
い
て
言
え
ば
檀
家
制
度
の
第
一
段

階
と
も
言
え
ま
す
。

　
以
上
検
討
し
た
よ
う
に
、
前
述
の
如
く
高
僧
の
語
録
の
葬
祭
の
記
事
よ
り
遅
れ

る
こ
と
約
五
〇
年
で
仏
教
諸
宗
派
の
寺
院
は
庶
民
の
葬
祭
に
手
を
つ
け
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
高
野
山
で
「
月
牌
帳
」
が
残
っ
て
い
る
の
は
管
見
の
限
り
で

は
高
室
院
・
蓮
華
定
院
・
桜
池
院
・
清
浄
心
院
・
赤
松
院
・
西
門
院
・
総
持
院
な

一一
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二

ど
で
す
。
い
ず
れ
の
「
月
牌
帳
」
も
一
五
五
〇
年
頃
か
ら
庶
民
の
法
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
地
域
で
庶
民
の
法
名
を
探
り
当
て
る
事

が
出
来
ま
す
。
政
治
の
力
で
強
制
的
な
檀
家
制
度
に
変
わ
っ
て
い
く
に
は
も
う
少
し
時
間
が
必
要
で
し
た
。
そ
れ
は
キ
リ
シ
タ
ン
寺
請
（
寺

が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
い
と
檀
家
の
身
分
を
保
証
す
る
こ
と
）
が
契
機
と
な
っ
て
は
じ
ま
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　
次
に
庶
民
が
幕
藩
領
主
の
意
向
で
強
制
的
に
寺
の
檀
家
に
さ
れ
た
ケ
ー
ス
を
考
え
て
見
ま
す
。
こ
の
場
合
の
庶
民
と
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

こ
と
で
す
。

伴
天
連
追
放
令
と
転
吉
利
支
丹
寺
請

　
慶
長
一
八
年
（
一
六
＝
二
）
一
二
月
江
戸
幕
府
は
伴
天
連
追
放
令
を
布
達
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
日
本
と
の
交
易
は
通
商
の
た
め
で
は
な
く
、
日
本
を
植
民
地
支
配
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
日

本
に
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
す
る
こ
と
等
が
目
的
で
、
日
本
人
の
信
仰
を
改
変
す
る
た
め
で
あ
る
、
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
を
日
本
の
神
道
や
仏

教
の
敵
と
し
て
位
置
づ
け
、
即
刻
禁
止
す
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
令
を
起
草
し
た
の
は
京
都
の
臨
済
宗
南
禅
寺
住
職
の
金
地
院
崇
伝
で
、
将
軍
秀
忠
の
朱
印
を
捺
し
、
一
六
＝
二
年
一
二
月
二
三
日

全
国
に
布
達
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
令
布
達
の
す
ぐ
後
、
キ
リ
ス
ト
教
追
討
奉
行
で
あ
る
小
田
原
藩
主
大
久
保
忠
隣
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
拠

点
の
一
つ
で
あ
る
京
都
へ
赴
き
、
二
つ
の
教
会
を
焼
き
払
い
、
宣
教
師
を
長
崎
に
追
放
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
等
の
宣
教
師
達
は
そ
の
後
国
外

へ
追
放
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
名
領
に
お
い
て
も
伴
天
連
追
放
令
の
布
達
を
う
け
る
と
、
領
内
の
教
会
を
焼
き
払
い
、
キ
リ
シ
タ
ン
墓
地
を
破
壊
し
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

を
捕
ら
え
、
さ
ら
に
改
宗
を
せ
ま
り
、
改
宗
に
応
じ
な
か
っ
た
者
を
入
牢
さ
せ
、
一
方
改
宗
し
た
者
に
対
し
て
は
「
転
吉
利
支
丹
寺
請
証
文
」

を
書
か
せ
て
い
ま
す
。



　
こ
こ
で
は
当
時
の
史
料
が
割
合
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
る
小
倉
藩
（
藩
主
細
川
忠
興
、
四
〇
万
石
）
の
キ
リ
シ
タ
ン
政
策
に
つ
い
て
検
討

し
て
み
ま
す
。
史
料
は
松
井
家
文
書
（
熊
本
大
図
書
館
所
蔵
）
で
す
。

　
小
倉
藩
主
細
川
忠
興
は
こ
の
時
参
勤
交
代
で
江
戸
に
詰
め
て
い
ま
し
た
が
、
慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）
正
月
二
二
日
国
元
の
家
老
に
対

し
て
次
の
よ
う
に
指
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
、
幕
府
か
ら
伴
天
連
追
放
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
、
参
勤
交
代
が
終
り
帰
国
し
た
ら
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
を
行
う
が
、
当
面
は
郡
奉
行

に
申
し
つ
け
て
領
内
を
徹
底
的
に
捜
索
す
べ
き
こ
と
、
忠
興
が
下
国
し
た
時
に
手
間
が
か
か
ら
ぬ
様
に
し
て
お
く
事
、
さ
ら
に
領
内
に
あ
る

キ
リ
シ
タ
ン
の
墓
や
宣
教
師
の
墓
は
打
ち
崩
す
事
な
ど
と
細
か
い
指
示
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
の
小
倉
藩
領
は
豊
前
国
全
域
（
八
郡
）

と
豊
後
国
の
二
郡
で
あ
り
、
そ
こ
で
捕
え
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
二
〇
四
七
名
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
は
徹
底
し
た
家
宅
捜
索

を
行
い
、
霧
し
い
数
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
祭
具
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
こ
え
い
」
（
キ
リ
ス
ト
や
マ
リ
ア
の
絵
像
）
・
「
こ
ん
た

す
」
（
数
珠
・
ロ
ザ
リ
オ
）
・
「
い
ま
ぜ
」
（
キ
リ
ス
ト
や
マ
リ
ア
の
彫
像
）
・
「
く
る
す
」
（
十
字
架
）
な
ど
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
眈

　
小
倉
藩
は
こ
れ
等
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
仏
教
へ
の
改
宗
を
強
制
し
「
転
吉
利
支
丹
寺
請
証
文
」
の
提
出
を
命
じ
て
い
ま
す
。
転
吉
利
支
丹

一
人
毎
に
転
証
文
を
四
通
作
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
第
一
は
本
人
の
転
び
証
文
、
第
二
は
村
民
の
仲
間
が
、
本
人
が
転
ん
だ
こ
と

を
保
証
し
た
証
文
、
第
三
は
村
役
人
で
あ
る
庄
屋
と
手
永
の
惣
庄
屋
連
名
の
証
文
、
第
四
は
寺
の
住
職
が
、
こ
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
転
ん
で
自

分
の
寺
の
檀
家
に
な
っ
た
事
を
証
明
し
た
証
文
で
す
。
か
な
り
煩
項
な
手
続
き
で
す
が
、
小
倉
藩
で
は
こ
れ
ほ
ど
に
徹
底
し
て
改
宗
を
せ
ま
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
以
上
の
証
文
の
宛
先
は
い
ず
れ
も
小
倉
藩
家
老
の
名
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
小
倉
藩
で
は
伴
天
連
追
放
令
が
布
達

さ
れ
た
二
か
月
後
に
は
こ
の
様
な
証
文
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
す
ぐ
に
幕
府
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
転
吉
利
支
丹
寺
請
証

文
を
作
成
し
た
の
は
曹
洞
宗
で
は
小
倉
城
下
の
安
国
寺
、
豊
前
国
下
毛
郡
深
泉
寺
・
羅
漢
寺
、
中
津
寿
福
寺
、
豊
後
国
速
見
郡
興
禅
院
で
す
。

こ
れ
ら
の
内
こ
の
と
き
転
吉
利
支
丹
を
檀
家
と
し
て
数
多
く
受
け
入
れ
た
の
は
興
禅
院
で
、
そ
の
数
六
五
六
名
で
し
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
曹

　
　
　
　
檀
家
制
度
の
成
立
と
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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四

洞
宗
五
か
寺
の
寺
請
証
文
は
寺
檀
関
係
が
明
確
に
わ
か
る
史
料
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の
で
す
。
当
然
の
事
な
が
ら
全
国
各
地
の
寺
院
に
お

い
て
も
、
同
様
の
証
文
を
作
成
し
た
は
ず
で
す
が
、
約
四
百
年
以
前
の
事
で
す
の
で
、
管
見
の
限
り
で
は
そ
の
他
の
寺
の
分
は
残
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　
こ
の
様
な
幕
藩
領
主
の
強
圧
的
な
意
向
を
受
け
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
以
外
の
庶
民
で
も
寺
で
身
分
保
証
を
し
て
貰
う
た
め
そ
の
檀
家
に
な
り
、

寺
で
葬
祭
を
行
う
人
々
が
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
檀
家
と
寺
の
結
び
つ
き
を
つ
よ
め
た
檀
家
制
度
の
第
二
の
段
階
で
す
。

　
次
に
は
日
本
人
全
員
が
仏
教
徒
と
さ
れ
た
寺
請
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
檀
家
制
度
の
展
開

　
日
本
人
全
員
が
仏
教
徒
に
な
っ
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
江
戸
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
政
策
と
極
め
て
密
接

に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
幕
府
は
慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）
一
二
月
伴
天
連
追
放
令
を
布
達
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
摘
発
し
、
改
宗
を

せ
ま
り
、
い
ず
れ
も
転
吉
利
支
丹
と
し
て
所
在
地
の
寺
院
に
寺
請
証
文
を
作
成
さ
せ
、
そ
の
寺
の
檀
家
と
し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
。
し
か
し

依
然
と
し
て
「
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
と
し
て
潜
伏
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
も
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
多
い
の

は
九
州
を
中
心
と
す
る
西
国
大
名
の
領
内
で
し
た
。

　
幕
府
は
寛
永
一
二
年
（
一
六
三
五
）
寺
社
奉
行
を
新
設
し
て
、
そ
の
下
に
各
宗
派
の
触
頭
寺
院
を
置
き
末
寺
を
統
括
さ
せ
、
各
宗
の
末
寺

に
は
村
落
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
摘
発
役
を
命
じ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
曹
洞
宗
で
す
と
、
触
頭
寺
院
が
関
三
刹
の
龍
穏
寺
・
総
寧
寺
・
大
中
寺
で

す
。
さ
ら
に
そ
の
下
に
国
僧
録
と
い
わ
れ
る
五
六
か
寺
の
僧
録
寺
院
を
全
国
に
配
置
し
、
そ
の
下
に
末
寺
を
支
配
さ
せ
、
幕
府
の
政
策
の
徹

底
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
曹
洞
宗
で
は
寺
社
奉
行
↓
関
三
刹
↓
僧
録
寺
院
↓
全
国
の
末
寺
、
と
い
う
支
配
機
構
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
こ



れ
を
軸
に
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
摘
発
が
徹
底
し
て
行
わ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
他
宗
も
同
様
で
す
。

寺
請
証
文
の
作
成

　
幕
府
は
前
述
の
支
配
機
構
を
通
じ
て
、
こ
の
段
階
で
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
な
い
者
に
対
し
て
も
寺
請
証
文
の
作
成
を
命
じ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
日
本
人
全
員
の
寺
請
証
文
を
作
成
さ
せ
る
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
寺
院
と
檀
家
が
結
び
つ
き
、
檀
家
制
度
が
形
成
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
に
京
都
の
場
合
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
次
の
史
料
は
南
禅
寺
の
門
前
町
の
も
の
で
す
。

　
　
南
禅
寺
西
門
前
住
人
吉
利
支
丹
改
請
状

　
仰
せ
つ
け
ら
る
る
御
法
度
書
覚

　
　
一
、
南
蛮
人
の
伴
天
連
の
事

　
　
一
、
日
本
伴
天
連
、
つ
け
た
り
い
る
ま
ん
の
事

　
　
一
、
切
し
た
ん
宗
旨
の
事

　
　
　
右
の
宗
旨
の
者
こ
れ
あ
る
に
お
い
て
は
、
き
っ
と
申
し
上
ぐ
べ
く
候

一、

ｫ
り
し
た
ん
な
ら
び
に
伴
天
連
の
宗
旨
を
、
ま
も
る
者
こ
れ
あ
る
に
お
い
て
は
、
父
母
女
子
た
り
と
い
う
と
も
、
き
っ
と
申
し
上

　
ぐ
べ
く
候
、
そ
の
ほ
か
一
類
中
、
つ
け
た
り
御
被
官
中
に
も
、
一
人
も
御
座
な
く
候
、
よ
つ
て
後
日
の
た
あ
の
状
、
く
だ
ん
の
如

　
し
、

　
　
寛
永
十
二
乙
亥
年
十
月
十
三
日

　
　
　
　
　
南
禅
寺
西
門
前
　
　
助
作
（
略
花
押
）

　
檀
家
制
度
の
成
立
と
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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同

帰
雲
院
御
納
所
様

左
吉
（
略
花
押
）

三
六

（
京
都
市
南
禅
寺
所
蔵
文
書
）

　
さ
て
、
史
料
を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
前
段
の
三
か
条
は
こ
の
時
幕
府
が
布
達
し
た
法
令
を
そ
の
ま
ま
か
か
げ
た
も
の
で
す
。
南
蛮
人

の
伴
天
連
（
上
級
宣
教
師
）
・
日
本
人
の
伴
天
連
、
い
る
ま
ん
（
下
級
宣
教
師
）
、
キ
リ
ス
ト
教
を
信
ず
る
者
な
ど
が
住
ん
で
い
た
場
合
は
京

都
所
司
代
へ
の
届
出
を
義
務
付
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
一
方
で
最
後
の
一
か
条
は
南
禅
寺
の
西
門
前
に
住
ん
で
い
た
助
作
と
左
吉
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
い
こ
と
を
誓
約
し
た
も
の
で
す
。
さ

ら
に
、
仮
に
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
す
る
者
が
身
内
に
居
た
な
ら
ば
、
両
親
や
家
族
で
あ
っ
て
も
必
ず
報
告
す
る
、
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
奉

公
人
の
中
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
は
一
人
も
い
な
い
事
、
な
ど
を
書
き
上
げ
て
い
ま
す
。
表
題
に
「
請
書
」
と
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
幕
府
の
法
令

を
読
ん
だ
こ
と
を
ま
ず
記
し
、
そ
の
上
で
自
分
た
ち
の
家
族
や
奉
公
人
に
も
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
な
い
事
を
誓
約
し
て
い
ま
す
。
重
要
な
法
令

を
布
達
す
る
と
き
、
幕
府
や
藩
で
は
必
ず
請
書
を
と
っ
て
い
ま
す
。

島
原
の
乱

　
寛
永
一
四
年
（
一
六
三
七
）
一
〇
月
い
わ
ゆ
る
島
原
の
乱
が
肥
後
国
天
草
郡
・
肥
前
国
島
原
郡
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
農
民
が
中
心
と
な
り

蜂
起
し
ま
し
た
。
最
初
は
約
八
百
名
で
あ
っ
た
も
の
が
そ
の
後
徐
々
に
増
加
し
、
最
終
的
に
は
約
四
万
人
に
及
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

同
年
＝
月
九
日
、
現
地
か
ら
幕
府
へ
の
報
告
に
よ
る
と
、



松
倉
長
門
守
領
分
肥
前
島
原
に
お
い
て
き
り
し
た
ん
の
輩
立
ち
お
こ
り
、
宗
門
一
味
せ
し
め
、
長
州
（
松
倉
長
門
守
勝
家
）
の
居
城
な

ら
び
に
、
在
々
所
々
放
火
す
、
有
江
・
有
馬
と
い
う
所
へ
た
て
こ
も
り
こ
れ
あ
る
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
寛
永
日
記
』
明
治
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
）

と
み
え
、
一
揆
の
勢
力
が
思
い
の
ほ
か
拡
大
し
て
、
原
城
に
篭
城
し
始
め
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。
ま
た
コ
揆
な
ど
か
の
邪
教
を
も
っ

て
誘
引
し
、
こ
れ
に
従
わ
ざ
る
を
ば
打
ち
殺
し
、
ま
た
従
う
者
に
は
財
宝
を
与
え
な
ど
せ
し
ほ
ど
に
、
な
べ
て
組
せ
ず
と
い
う
こ
と
な
し
」

（『

蝸
Q
院
殿
御
実
紀
』
）
と
い
う
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
島
原
藩
（
島
原
郡
）
と
唐
津
藩
（
天
草
郡
）
の
政
治
は
一
時
ス
ト
ッ
プ
し
て
、

ほ
ぼ
五
か
月
間
は
キ
リ
シ
タ
ン
農
民
の
天
下
と
な
り
ま
し
た
。

　
急
を
聞
い
た
幕
府
は
第
一
陣
と
し
て
三
河
国
深
津
藩
板
倉
内
膳
正
重
昌
（
一
万
五
千
石
）
と
目
付
石
谷
貞
清
を
派
遣
し
、
寛
永
一
四
年
一

二
月
五
日
島
原
に
到
着
し
ま
し
た
。
一
方
島
原
・
天
草
の
一
揆
軍
は
合
流
し
て
、
有
馬
氏
の
古
城
で
あ
る
原
城
に
立
て
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

幕
府
軍
は
同
年
一
二
月
八
日
、
翌
一
五
年
正
月
一
日
の
二
回
に
わ
た
っ
て
攻
撃
し
ま
す
が
、
相
次
い
で
大
敗
し
、
総
司
令
官
板
倉
重
昌
は
戦

死
し
、
副
官
石
谷
貞
清
も
深
手
を
お
い
ま
し
た
。
こ
の
時
の
様
子
は
ま
さ
に
幕
府
軍
の
大
敗
で
、
原
城
に
こ
も
っ
た
一
揆
軍
は
僅
か
の
被
害

で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
幕
府
方
不
利
で
あ
る
と
の
情
報
を
受
け
て
、
将
軍
家
光
は
第
二
陣
と
し
て
寛
永
一
四
年
一
二
月
三
日
老
中
松
平
伊
豆
守
信
綱

（
武
蔵
国
忍
藩
三
万
石
）
と
戸
田
左
門
氏
鉄
（
美
濃
国
大
垣
藩
一
〇
万
石
）
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
彼
等
が
島
原
に
到
着
し
た
の
は

一
ヵ
月
後
の
寛
永
一
五
年
一
月
三
日
の
こ
と
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
着
陣
し
て
み
る
と
、
す
で
に
二
日
前
幕
府
．
九
州
大
名
連
合
軍
が
大
敗
し

て
い
た
こ
と
を
知
り
驚
い
て
い
ま
す
。

　
将
軍
徳
川
家
光
は
正
月
一
日
の
幕
府
軍
大
敗
の
連
絡
を
受
け
る
と
、
早
速
正
月
一
一
日
に
は
参
勤
交
代
で
江
戸
に
滞
在
中
の
九
州
の
諸
大

　
　
　
　
檀
家
制
度
の
成
立
と
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
　
明
治
大
学
教
養
論
集
　
通
巻
四
四
七
号
（
二
〇
〇
九
・
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

名
を
江
戸
城
に
よ
び
集
め
て
い
ま
す
。
主
な
大
名
を
あ
げ
ま
す
と
、
熊
本
藩
主
細
川
忠
利
（
五
四
万
石
）
・
福
岡
藩
主
黒
田
忠
之
（
四
三
万

三
千
石
）
・
佐
賀
藩
主
鍋
島
勝
茂
（
三
五
万
七
千
石
）
・
久
留
米
藩
主
有
馬
豊
氏
（
二
一
万
石
）
・
柳
川
藩
主
立
花
宗
茂
（
＝
万
石
）
・
延
岡

藩
主
有
馬
康
純
（
五
万
石
）
な
ど
で
し
た
。
こ
の
時
将
軍
家
光
は
こ
れ
等
の
大
名
を
初
め
と
し
て
九
州
の
諸
大
名
は
早
急
に
帰
国
し
て
島
原

半
島
へ
出
兵
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
ま
す
。
（
『
寛
永
日
記
』
明
治
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
）

　
一
方
で
島
原
へ
到
着
し
た
老
中
松
平
信
綱
は
早
速
戦
線
の
建
て
直
し
を
は
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
幕
府
側
は
こ
れ
ま
で
単
な
る
一
地

域
の
百
姓
一
揆
と
し
て
考
え
て
い
た
こ
と
を
反
省
し
、
幕
府
・
九
州
大
名
連
合
軍
の
連
携
を
よ
り
密
に
し
、
指
揮
系
統
を
一
本
化
す
る
こ
と

を
提
唱
し
、
賛
同
を
得
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
九
州
の
諸
大
名
が
帰
国
し
、
大
量
の
応
援
が
島
原
に
や
っ
て
く
る
一
ヵ
月
後
に
照
準
を
あ
わ
せ
、

長
期
戦
の
構
え
で
一
揆
軍
の
兵
糧
断
ち
を
は
か
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
「
智
恵
伊
豆
」
と
言
わ
れ
た
松
平
信
綱
の
面
目
躍
如
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
二
月
上
旬
頃
か
ら
江
戸
よ
り
九
州
に
帰
国
し
た
大
名
達
は
そ
れ
ぞ
れ
軍
勢
を
率
い
て
原
城
の
周
辺
に
続
々
と
乗
り
込
ん
で
き
ま

し
た
。

　
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
二
月
二
八
日
が
い
よ
い
よ
総
攻
撃
の
日
と
決
ま
り
ま
し
虎
。
「
賊
徒
に
わ
か
に
こ
も
り
百
日
に
お
よ
び
、
今

は
根
料
も
矢
種
も
つ
き
は
て
し
事
は
し
る
べ
き
な
り
、
今
日
何
を
か
ま
た
る
べ
き
」
（
『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』
）
と
の
判
断
で
、
総
攻
撃
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
闘
に
参
加
し
た
一
揆
方
の
軍
勢
は
約
三
万
人
に
の
ぼ
り
、
原
城
を
死
守
し
ま
し
た
が
つ
い
に
弾
薬
も
尽
き
果
て
、
鍋

釜
を
は
じ
め
石
つ
ぶ
て
や
材
木
な
ど
ま
で
投
げ
用
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
頑
強
を
誇
っ
た
一
揆
方
も
首
謀
者
が
ほ
と
ん
ど
戦
死
す
る
と

つ
い
に
落
城
し
ま
し
た
。
そ
の
後
生
き
残
っ
た
一
揆
方
の
老
若
男
女
の
多
く
は
斬
首
さ
れ
、
首
を
晒
さ
れ
ま
し
た
。
一
揆
発
生
以
来
五
ヶ
月
、

幕
府
側
が
そ
の
討
伐
に
動
員
し
た
兵
力
は
約
一
二
万
四
千
人
、
そ
の
た
め
に
使
っ
た
費
用
は
金
九
万
八
千
両
に
達
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

（
吉
田
小
五
郎
『
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
』
）
。



幕
府
、
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
を
強
化
す
る

　
島
原
の
乱
を
契
機
と
し
て
、
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
す
る
統
制
は
極
め
て
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
一
二
月

一
日
に
は
幕
府
は
諸
大
名
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
摘
発
を
要
請
、
こ
の
時
江
戸
で
は
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
捕
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
寛

永
一
六
年
（
一
六
三
九
）
七
月
幕
府
は
伴
天
連
の
入
港
禁
止
・
キ
リ
シ
タ
ン
の
徒
党
禁
止
．
キ
リ
シ
タ
ン
の
匿
い
禁
止
な
ど
を
命
じ
て
い
ま

す
。
同
年
閏
一
一
月
六
日
会
津
藩
主
保
科
正
之
（
将
軍
家
光
の
弟
）
は
領
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
大
量
に
捕
え
て
い
ま
す
。
寛
永
一
七
年

（一

Z
四
〇
）
四
月
宗
門
改
役
（
キ
リ
シ
タ
ン
穿
墾
奉
行
）
を
新
設
し
、
大
目
付
井
上
筑
後
守
政
重
を
任
命
し
ま
し
た
。
そ
の
任
務
は
キ
リ

シ
タ
ン
の
摘
発
と
日
本
人
全
員
へ
の
寺
請
証
文
の
作
成
業
務
、
村
単
位
の
宗
旨
人
別
改
帳
の
作
成
な
ど
で
し
た
。
同
年
六
月
一
二
日
に
は
井

上
筑
後
守
政
重
は
六
千
石
を
加
増
さ
れ
一
万
石
の
大
名
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
破
格
の
出
世
で
、
将
軍
徳
川
家
光
が
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
に
如

何
に
熱
心
で
あ
っ
た
か
が
伺
え
ま
す
。
同
年
六
月
二
七
日
長
崎
へ
来
航
し
た
南
蛮
人
六
一
名
を
キ
リ
シ
タ
ン
の
答
で
斬
首
し
ま
し
た
。
寛
永

一
八
年
（
一
六
四
一
）
五
月
幕
府
は
キ
リ
シ
タ
ン
改
め
を
厳
重
に
す
る
よ
う
に
と
命
じ
、
長
崎
に
来
航
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
は
全
て
斬
殺
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
二
月
一
日
陸
奥
国
で
キ
リ
シ
タ
ン
を
大
量
に
摘
発
、
同
年
五
月
一
日
幕
府
は
キ
リ
シ
タ
ン
摘

発
を
奨
励
し
、
布
教
の
厳
禁
を
命
じ
、
宗
門
改
を
念
入
り
に
行
う
よ
う
に
と
通
告
し
ま
し
た
。
同
年
一
二
月
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
令
を
布
達
、

寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）
二
月
＝
日
キ
リ
シ
タ
ン
禁
止
令
を
布
達
、
同
年
九
月
八
日
筑
前
国
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
処
刑
、
同
年
一
二
月

岡
山
藩
で
キ
リ
シ
タ
ン
を
逮
捕
し
江
戸
の
井
上
筑
後
守
政
重
に
送
り
ま
し
た
。
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
四
月
二
六
日
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
漂

着
の
時
幕
府
へ
注
進
す
る
よ
う
に
と
命
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
江
戸
で
キ
リ
シ
タ
ン
が
多
数
捕
ま
っ
て
い
ま
す
。
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）

六
月
六
日
江
戸
雑
司
が
谷
で
キ
リ
シ
タ
ン
一
族
を
斬
殺
、
同
年
＝
月
一
〇
日
大
坂
・
長
崎
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
探
索
、
同
年
水
戸
藩
領
で
キ

リ
シ
タ
ン
を
摘
発
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
江
戸
に
専
用
の
キ
リ
シ
タ
ン
牢
獄
を
新
設
す
る
、
な
ど
な
ど
幕
府
は
こ
の
時
期
矢
継
ぎ
早
に

檀
家
制
度
の
成
立
と
展
開

三
九



　
　
　
　
明
治
大
学
教
養
論
集
　
通
巻
四
四
七
号
（
二
〇
〇
九
・
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
政
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
島
原
の
乱
終
了
後
約
一
〇
年
間
に
北
は
松
前
藩
か
ら
南
は
薩
摩
藩
に
至
る
全
国
の
各
地
域
で
ぞ

く
ぞ
く
と
キ
リ
シ
タ
ン
が
摘
発
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
斬
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。
島
原
の
乱
後
い
か
に
幕
府
が
キ
リ
シ
タ
ン
の
一
掃
に
力
を
注
い

で
い
た
か
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
末
端
で
キ
リ
シ
タ
ン
摘
発
役
を
演
じ
さ
せ
ら
れ
た
の
は
正
に
各
宗
派
末
寺
の
僧
侶
で

し
た
。

　
　
　
　
　
　
寺
請
証
文
の
全
国
民
へ
の
義
務
付
け

　
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
幕
府
は
島
原
の
乱
の
鎮
圧
を
機
に
、
一
段
と
キ
リ
シ
タ
ン
の
統
制
強
化
に
踏
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
同
年
九

月
二
〇
日
幕
府
は
ま
ず
キ
リ
シ
タ
ン
統
制
の
法
度
を
出
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
島
原
の
乱
の
風
聞
が
ま
だ
覚
め
な
い
う
ち
に
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
摘
発
を
行
う
こ
と
を
明
言
し
ま
し
た
。
そ
し
て
も
し
本
人
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
て
も
仲
間
を
訴
え
た
者
は
、
本
人
の
罪
を
許
す
こ
と

は
勿
論
、
さ
ら
に
褒
美
を
出
す
と
明
示
し
て
い
ま
す
。
幕
府
は
こ
れ
よ
り
先
同
年
九
月
＝
二
日
に
全
国
の
天
領
・
大
名
領
に
対
し
て
キ
リ
シ

タ
ン
高
札
を
建
て
る
よ
う
に
命
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
文
言
は
次
の
通
り
で
す
。

一
、
伴
天
連
の
訴
人
　
　
　
　
　
銀
子
弐
百
枚

一
、
入
満
の
訴
人
　
　
　
　
　
　
同
　
　
百
枚

一、

ｫ
り
し
た
ん
の
訴
人
　
　
　
同
五
拾
枚
又
は
三
拾
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訴
人
に
よ
る
べ
し

右
訴
人
い
た
し
候
輩
は
、
た
と
い
同
宗
門
た
り
と
い
う
と
も
、

書
付
可
被
下
旨
、
仰
せ
い
だ
さ
れ
候
、
以
上

宗
旨
を
こ
ろ
び
申
出
候
に
お
い
て
は
、
其
科
を
ゆ
る
し
、
為
御
褒
美
如



寛
永
拾
五
年
九
月
十
三
日

（「

i
青
文
庫
」
熊
本
大
学
図
書
館
）

こ
の
高
札
の
文
章
が
各
大
名
の
と
こ
ろ
に
届
く
の
は
少
し
時
間
が
か
か
っ
た
よ
う
で
す
。
た
と
え
ば
熊
本
藩
の
史
料
に
よ
り
ま
す
と
、
藩
主

細
川
忠
利
が
老
中
か
ら
の
触
書
と
し
て
領
内
に
命
じ
た
の
は
同
年
一
〇
月
六
日
の
こ
と
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
高
札
の
文
言
に
つ
い
て
少
し
検
討
し
て
み
ま
す
と
、
ま
ず
伴
天
連
を
見
つ
け
て
訴
え
出
た
時
は
銀
子
二
百
枚
を
褒
美
と

し
て
出
す
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
銀
子
一
枚
は
銀
四
三
匁
で
す
の
で
、
こ
れ
は
銀
八
貫
六
百
匁
に
当
り
ま
す
。
銀
六
〇
匁
1
1
金
一
両
1
1
米
一

石
で
換
算
し
て
米
に
直
し
ま
す
と
、
約
一
四
三
石
三
斗
に
当
り
ま
す
。
た
と
え
ば
一
家
族
四
名
と
し
て
一
名
が
一
年
で
食
べ
る
量
は
一
・
八

石
で
す
。
四
名
で
七
石
二
斗
が
一
軒
の
一
年
分
の
食
糧
で
す
。
つ
ま
り
一
軒
の
家
の
約
二
〇
年
分
の
食
糧
に
あ
た
り
ま
す
。
き
わ
め
て
高
額

な
褒
賞
金
と
い
え
ま
す
。
同
様
の
換
算
率
で
試
算
し
ま
す
と
、
入
満
は
約
一
〇
年
分
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
三
～
五
年
分
に
当
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
目
の
前
に
高
額
の
賞
金
が
出
さ
れ
れ
ば
当
然
の
こ
と
な
が
ら
次
々
に
芋
ず
る
式
に
キ
リ
シ
タ
ン
が
密
告
で
摘
発
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
高
札
に
あ
る
よ
う
な
高
額
な
賞
金
を
も
ら
っ
た
と
い
う
よ
う
な
史
料
は
私
は
ま
だ
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
は
絵
に
描
い
た

餅
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
こ
の
高
札
に
よ
る
影
響
で
キ
リ
シ
タ
ン
を
密
告
す
る
人
々
は
多
く
、
そ
の
意
味
で
は
効
果

は
大
き
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
一
方
ま
た
こ
の
時
期
に
は
日
本
人
全
員
に
寺
請
証
文
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
幕
府
は
同
一
文
章
で
そ
の
提
出
を
寺
に
命
じ
て

い
ま
す
。
案
文
は
次
の
通
り
で
す
。

吉
利
支
丹
宗
御
改
二
付
以
一
札
申
上
候
事

　
檀
家
制
度
の
成
立
と
展
開

四
一



明
治
大
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養
論
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通
巻
四
四
七
号
（
二
〇
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九
・
三
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、
何
の
村
の
た
れ
と
申
者
は

　
右
の
者
ど
も
我
等
一
宗
の
ぼ
だ
い
（
菩
提
）
檀
那
に
て
ご
ざ
候
こ
と
実
正
な
り
、

　
訴
人
ご
ざ
候
は
ば
、
愚
僧
ま
か
り
い
で
申
し
わ
く
べ
く
候

　
　
年
月
日

四
二

も
し
キ
リ
シ
タ
ン
宗
旨
に
て
候
と
、
わ
き
よ
り

い
ず
れ
の
宗
の
寺

　
　
　
　
（
藤
澤
市
羽
鳥

三
拷
博
家
文
書
）

幕
府
は
天
領
（
直
轄
領
）
の
菩
提
寺
に
対
し
て
そ
の
寺
の
檀
家
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
な
い
こ
と
を
保
証
さ
せ
、
も
し
誰
か
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
の

疑
い
が
あ
る
と
い
わ
れ
た
ら
、
住
職
が
出
か
け
て
行
き
申
し
開
き
を
す
る
任
務
を
寺
に
あ
た
え
た
の
で
す
。
最
後
に
宗
派
名
・
寺
名
と
住
職

名
を
記
入
さ
せ
、
捺
印
さ
せ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
こ
れ
が
幕
府
か
ら
寺
に
出
し
た
正
式
な
寺
請
証
文
の
例
文
で
す
。

　
し
か
し
こ
れ
ま
で
日
本
人
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
菩
提
寺
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
一
方
で
全
国
の
約
六
万
五
千
か
村
そ
れ
ぞ
れ
に
日

本
人
全
員
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
寺
が
開
創
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
ま
り
寛
永
一
五
年
（
エ
ハ
三
八
）
に
幕
府
が

寺
請
証
文
を
義
務
付
け
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人
全
員
が
ど
こ
か
の
寺
、
つ
ま
り
菩
提
寺
と
檀
家
の
関
係
を
急
い
で
結
ぶ
必
要
が
生
じ
た
の

で
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
人
々
は
家
か
ら
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
寺
と
信
仰
の
有
無
に
関
係
な
く
、
寺
檀
関
係
を
結
ぱ
な
い
と
自
分
の
身
分
保
証
が

出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
同
一
村
落
に
寺
が
な
い
場
合
、
や
や
遠
く
の
村
の
寺
と
寺
檀
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
仏

教
教
団
の
側
に
と
っ
て
も
様
々
な
転
機
と
展
開
が
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
段
階
で
中
世
後
期
以
来
持
仏
堂
と
か
阿
弥
陀
堂
と
か
釈
迦
堂
と
か
不

動
堂
と
か
称
す
る
堂
宇
が
幾
つ
か
は
同
一
村
落
に
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
寺
に
昇
格
さ
せ
、
僧
侶
を
定
住
さ
せ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
近
隣
の
村
々
に
は
季
節
ご
と
に
来
訪
す
る
宗
教
者
も
い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
定
住
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
近
隣
の
有



力
な
寺
院
の
弟
子
の
僧
を
こ
れ
等
の
堂
宇
に
定
住
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
在
地
の
篤
信
者
で
阿
弥
号
と
か
聖
号
を
持
っ
て
い
る
半
僧
半
俗
の

者
を
堂
宇
に
住
ま
わ
せ
、
村
の
人
々
が
講
中
を
つ
く
り
、
堂
宇
を
寺
に
昇
格
さ
せ
て
い
く
ケ
ー
ス
も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
寺
請
証

文
を
作
成
す
る
た
め
の
寺
が
急
ぎ
必
要
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
現
存
す
る
寺
院
の
約
七
〇
％
は
寺
請
証
文
が
義
務
付
け
ら
れ
た
以
降
に
開
創

さ
れ
た
寺
で
す
。

　
さ
て
話
を
寺
請
証
文
に
戻
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
先
述
の
如
く
幕
府
が
寺
請
証
文
の
案
文
を
全
国
の
寺
に
配
布
し
た
の
は
寛
永
一
五
年
（
一

六
三
八
）
九
月
＝
二
日
ご
ろ
の
こ
と
で
し
た
が
、
幕
府
の
直
轄
領
が
多
い
関
東
で
は
ほ
ぼ
例
文
ど
お
り
の
寺
請
証
文
が
一
ヵ
月
後
に
は
作
成

さ
れ
、
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
模
国
高
座
郡
羽
鳥
村
の
例
で
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

吉
利
支
丹
御
改
あ
に
つ
き
一
札
申
上
候
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
鳥
村

一
、
右
の
者
ど
も
、
わ
れ
ら
一
宗
の
菩
提
檀
那
に
て
ご
ざ
候
こ
と
実
正
な
り
、

　
ざ
候
は
ば
、
愚
僧
ま
か
り
い
で
申
し
わ
く
べ
く
候

　
　
　
寛
永
十
五
年
寅
の
十
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
ち
や
う
こ
う
じ
（
常
光
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
右
衛
門

檀
家
制
度
の
成
立
と
展
開

も
し
き
り
し
た
ん
宗
旨
に
て
候
と
、
わ
き
よ
り
訴
人
ご

四
三
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四
四

新
兵
衛

惣
左
衛
門

助
九
郎

成
瀬
五
左
衛
門
殿

（
藤
澤
市
羽
鳥
　
三
拷
博
家
文
書
）

こ
れ
は
東
海
道
藤
沢
宿
に
あ
る
浄
土
宗
常
光
寺
が
隣
村
相
模
国
高
座
郡
羽
鳥
村
に
住
む
檀
家
佐
右
衛
門
以
下
六
軒
の
戸
主
が
キ
リ
シ
タ
ン
で

は
な
い
こ
と
を
保
証
し
、
幕
府
の
代
官
成
瀬
五
左
衛
門
へ
提
出
し
た
史
料
で
す
。
先
述
の
案
文
と
全
く
同
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

つ
ま
り
寺
請
証
文
が
一
ヵ
月
後
に
は
江
戸
近
郊
の
幕
府
直
轄
領
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
島

原
の
乱
鎮
圧
後
八
か
月
後
で
す
。
つ
ま
り
幕
府
は
全
国
の
寺
院
の
住
職
を
利
用
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
の
弾
圧
を
徹
底
す
る
と
同
時
に
、
日
本
人

全
員
の
戸
口
調
査
を
住
職
の
手
に
ま
か
せ
た
の
で
す
。
逆
に
い
え
ば
、
寺
側
に
と
っ
て
は
幕
府
の
権
威
を
背
景
に
、
檀
家
制
度
を
形
成
さ
せ

て
い
く
絶
好
の
機
会
が
到
来
し
た
と
も
い
え
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
は
転
吉
支
丹
の
み
宗
門
改
証
文
（
寺
請
証
文
）
を
作
成
し
て
い
た
も
の
が
、
日
本
人
全
員
に
身
分
保
証
の
条
件

と
し
て
、
寺
請
証
文
の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
に
幕
府
が
出
し
た
寺
請
証
文
の
例
文

が
は
じ
ま
り
で
し
た
。
尤
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多
か
っ
た
地
域
や
、
幕
府
の
直
轄
領
な
ど
で
は
そ
れ
よ
り
も
早
い
時
期
に
寺
請
証
文
が
作
成

さ
れ
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
九
州
の
大
村
藩
で
は
寛
永
一
〇
年
（
一
六
三
三
）
、
熊
本
藩
で
は
寛
永
＝
年
（
一
六
三
四
）
、
幕
府
直
轄
領
や
京
都
で
は
寛
永

一
二
年
（
＝
ハ
三
五
）
に
寺
請
証
文
を
作
成
し
て
い
ま
す
。



　
つ
ま
り
お
そ
く
と
も
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
を
境
に
全
国
で
寺
請
証
文
が
作
成
さ
れ
、
日
本
人
全
員
が
ど
こ
か
の
寺
に
属
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
寺
請
証
文
が
集
め
ら
れ
、
庄
屋
の
も
と
で
台
帳
と
し
て
一
村
ご
と
に
纏
あ
ら
れ
た
の
が
「
宗
旨
人

別
改
帳
」
（
戸
籍
）
で
す
。
各
地
に
若
干
な
が
ら
寛
永
一
五
年
以
降
の
こ
の
種
の
帳
面
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
本
格
的
な
宗
旨
人
別
改
帳
が

全
国
で
作
成
さ
れ
る
の
は
一
六
六
〇
年
代
の
こ
と
で
し
た
。

　
檀
家
制
度
が
作
ら
れ
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
に
自
分
の
身
分
保
証
を
寺
の
住
職
に
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
体
制
が
つ
く
ら
れ
た

か
ら
で
す
。
つ
ま
り
檀
家
の
側
に
は
信
仰
に
よ
っ
て
寺
を
選
択
す
る
権
限
が
な
い
ま
ま
に
、
近
く
の
寺
と
の
寺
檀
関
係
を
む
す
ぱ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
が
檀
家
制
度
成
立
の
第
三
段
階
で
す
。

三
、
檀
家
制
度
の
確
立

　
寺
請
制
度
が
成
立
し
、
日
本
人
が
全
て
仏
教
徒
に
位
置
づ
け
さ
れ
ま
す
と
寺
と
檀
家
と
の
繋
が
り
が
出
来
、
檀
家
制
度
が
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
檀
家
制
度
に
お
い
て
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
檀
家
に
た
い
し
て
寺
の
権
限
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
寺
が
幕
藩
権
力
を
背
景
に
し

て
、
キ
リ
シ
タ
ン
摘
発
役
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
こ
と
は
檀
那
寺
の
法
的
位
置
づ
け
が
幕
府
法
令
に
し
め
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
伺
え
ま
す
。

幕
法
に
み
る
檀
那
寺
の
役
割

幕
府
の
法
令
の
中
に
檀
家
制
度
に
関
す
る
文
言
が
登
場
す
る
の
は
、

シ
タ
ン
の
禁
令
三
か
条
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
か
条
に
、

　
　
　
　
檀
家
制
度
の
成
立
と
展
開

万
治
二
年
（
一
六
六
〇
）
か
ら
の
こ
と
で
す
。
こ
の
年
幕
府
は
キ
リ

四
五
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百
姓
・
町
人
は
五
人
組
・
檀
那
寺
を
い
よ
い
よ
相
改
あ
、

（『

苣
G
書
寛
保
集
成
』
第
一
二
三
二
号
）

不
審
な
る
宗
旨
こ
れ
有
る
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
　
四
六

穿
墾
を
遂
ぐ
べ
き
こ
と

と
あ
り
、
百
姓
・
町
人
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
か
ど
う
か
を
五
人
組
と
檀
那
寺
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。

　
ま
た
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
に
お
い
て
も
、

き
り
し
た
ん
宗
門
の
こ
と
、
累
年
御
制
禁
た
り
と
い
え
ど
も
、
今
も
っ
て
断
絶
こ
れ
な
し
、
御
蔵
入
給
人
方
・
寺
社
の
輩
、
在
々
所
々

町
中
五
人
組
、
ま
た
は
宗
門
の
檀
那
寺
な
ど
い
よ
い
よ
入
念
に
相
改
む
べ
し
、
　
　
　
　
　
（
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
第
一
二
三
四
）

と
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
侍
・
町
人
・
寺
社
人
な
ど
に
対
し
て
も
五
人
組
と
檀
那
寺
が
キ
リ
シ
タ
ン
改
め
を
入
念
に
す
べ
く
指
示
し
て
い
る

様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
檀
那
寺
の
権
限
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
十
一
月
幕
府
は
全
国
の
大
名
に
対
し
て
宗
門
奉
行
（
寺
社
奉
行
）
の
新
設
を
命
じ
て
い
ま
す
。

き
り
し
た
ん
宗
門
穿
撃
の
儀
、

く
、
相
改
む
べ
き
の
こ
と

壱
万
石
以
上
の
面
々
は
、
こ
の
度
仰
せ
い
だ
さ
る
る
如
く
、

役
人
を
定
め
、
家
中
・
領
内
毎
年
断
絶
な

（『

苣
G
書
寛
保
集
成
』
第
一
二
三
五
）

と
み
え
、
こ
の
年
か
ら
全
国
の
大
名
領
に
宗
門
奉
行
が
置
か
れ
、
そ
の
最
初
の
仕
事
が
領
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
改
め
を
徹
底
し
て
行
う
こ
と
で

し
た
。
つ
ま
り
宗
旨
人
別
改
帳
の
作
成
で
す
。
そ
し
て
こ
の
作
業
は
そ
の
後
毎
年
行
う
よ
う
に
指
示
し
て
い
ま
す
。



　
曹
洞
宗
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
政
策
に
対
応
し
て
大
名
領
ご
と
に
僧
録
寺
院
を
置
き
、
僧
録
寺
院
の
支
配
下
に
法
系
に
関
係
な
く
そ
の

地
域
の
末
寺
を
組
み
入
れ
、
両
本
山
・
法
系
を
軸
と
し
た
本
来
の
本
末
関
係
と
は
別
に
政
治
的
本
末
関
係
を
形
成
し
、
末
寺
（
檀
那
寺
）
に

よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
禁
圧
強
化
を
図
る
体
制
が
作
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
曹
洞
宗
の
僧
録
寺
院
は
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
に
は
五
六
か
寺
で

あ
っ
た
も
の
が
、
こ
の
段
階
で
増
加
が
は
か
ら
れ
、
全
国
で
一
七
一
か
寺
と
約
三
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
政
策
を
挺
子
に
し
て
、
藩
の
宗
門
奉
行
↓
僧
録
寺
↓
末
寺
と
い
う
政
治
的
本
末
関
係
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
で
キ
リ
シ
タ
ン
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
が
末
寺
に
委
ね
ら
れ
た
た
め
、
末
寺
と
檀
家
を
強
く
結
び
つ
け
る
檀
家
制
度
が
確
立
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以
上
の
幕
法
で
き
め
ら
れ
た
寺
の
住
職
の
役
割
は
檀
家
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
が
出
な
い
こ
と
を
常
に
監
視
す
る
こ
と
で

し
た
。

　
次
に
藩
の
宗
門
奉
行
の
最
初
の
仕
事
で
あ
っ
た
宗
旨
人
別
改
帳
作
成
の
様
子
に
つ
い
て
、
小
田
原
藩
を
例
に
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

宗
旨
人
別
改
帳
の
作
成

　
小
田
原
藩
（
九
万
五
千
石
）
主
稲
葉
正
則
は
こ
の
時
幕
府
の
老
中
で
し
た
が
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
四
月
二
三
日
に
は
早
速
領
内
か

ら
宗
旨
人
別
改
帳
を
提
出
さ
せ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
「
相
州
西
郡
西
筋
（
相
模
国
足
柄
上
郡
）
千
津
嶋
村
吉
利
支
丹
改
帳
」
（
明
治
大
学

博
物
館
所
蔵
）
に
よ
る
と
、
「
前
書
」
を
纏
め
て
み
ま
す
と
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
①
前
年
の
寛
文
四
年
に
出
さ
れ
た
キ
リ
シ

タ
ン
禁
制
の
法
令
を
守
る
こ
と
、
並
び
に
最
前
よ
り
掲
げ
ら
れ
て
い
る
キ
リ
シ
タ
ン
高
札
の
密
告
に
つ
い
て
も
徹
底
す
る
こ
と
、
②
千
津
嶋

村
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
は
一
人
も
居
な
い
こ
と
、
又
キ
リ
シ
タ
ン
に
疑
わ
し
き
者
も
い
な
い
こ
と
、
③
村
内
の
者
は
男
女
を
問
わ
ず
檀
那
寺
の

手
形
（
寺
請
証
文
）
を
と
り
、
そ
の
文
面
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
で
は
な
い
こ
と
を
保
証
し
て
い
る
こ
と
、
も
し
千
津
嶋
村
の
者
が
キ
リ
シ
タ
ン

と
訴
え
ら
れ
た
時
は
檀
那
寺
の
住
職
・
名
主
・
組
頭
・
五
人
組
な
ど
が
ど
こ
へ
で
も
出
向
き
、
申
し
ひ
ら
き
を
す
る
こ
と
、
結
婚
．
養
子
縁

　
　
　
　
檀
家
制
度
の
成
立
と
展
開
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四
八

組
．
移
住
な
ど
で
宗
旨
替
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
時
は
、
改
め
て
寺
手
形
を
取
り
直
し
、
提
出
す
る
こ
と
、
ま
た
奉
公
人
を
は
じ
め
、

千
津
嶋
村
に
住
む
一
五
歳
以
上
の
者
を
今
回
調
査
し
、
本
帳
面
に
載
せ
た
こ
と
、
い
ず
れ
も
キ
リ
シ
タ
ン
で
は
な
い
こ
と
、
記
載
内
容
は
名

前
．
年
齢
．
本
籍
な
ど
で
あ
る
こ
と
、
当
然
の
事
な
が
ら
本
帳
面
と
と
も
に
各
人
の
寺
請
証
文
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
、
④
我
々
の
父
母
・

兄
弟
．
妻
子
．
伯
父
．
伯
母
の
内
に
も
キ
リ
シ
タ
ン
は
居
な
い
こ
と
、
以
前
に
キ
リ
シ
タ
ン
で
そ
の
後
転
ん
だ
者
（
キ
リ
シ
タ
ン
か
ら
仏
教

に
改
宗
）
が
い
れ
ば
何
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
正
直
に
申
し
上
げ
隠
す
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
、
⑤
今
後
も
キ
リ
シ
タ
ン
の
疑
い
あ

る
者
が
村
内
に
い
た
場
合
は
早
速
届
け
出
る
こ
と
、
並
び
に
葬
儀
の
時
、
寺
に
頼
ま
ず
自
分
で
死
骸
を
取
り
置
く
場
合
も
キ
リ
シ
タ
ン
と
思

わ
れ
る
の
で
届
け
出
る
こ
と
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
届
け
出
ず
、
脇
か
ら
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
如
何
な
る
処
罰
も
受
け

る
覚
悟
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
宗
旨
人
別
改
帳
に
は
、
こ
の
地
域
の
曹
洞
宗
の
寺
で
は
足
柄
上
郡
向
原
村
香
集
寺
・
同
郡
延
澤
村
西
福
寺
・
同
郡
松
田
総
領
村
延
命

寺
な
ど
の
檀
家
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
な
お
こ
の
時
の
千
津
嶋
村
の
戸
数
は
六
八
軒
、
人
数
は
二
五
三
名
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
一

四
歳
以
下
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
総
人
数
は
三
〇
〇
名
を
超
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
お
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
「
相
州
西
郡
西
筋

千
津
嶋
村
吉
利
支
丹
宗
門
改
帳
」
に
よ
る
と
こ
の
年
か
ら
は
男
女
一
歳
以
上
の
子
供
か
ら
全
人
口
を
書
き
上
げ
る
形
式
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
宗
旨
人
別
改
帳
は
そ
の
後
も
毎
年
書
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
形
式
で
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
こ
の
宗
旨
人
別
改
帳
の
作
成
業
務
に
寺
の
住
職
が
関
わ
る
事
に
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
菩
提
寺
が
檀
家
の
家
族
構
成
の
戸
籍
の
移

動
な
ど
を
確
実
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
完
全
な
檀
家
帳
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
檀
家
制
度
の
第
四
段
階
と
い
え

ま
す
。



幕
府
宗
教
行
政
の
転
換

　
一
六
一
五
年
寺
院
法
度
制
定
以
来
、
本
末
制
度
が
本
山
の
決
定
・
本
末
帳
の
作
成
に
よ
っ
て
確
立
し
、
本
寺
が
末
寺
を
掌
握
し
、
触
頭
を

通
じ
て
幕
府
の
法
令
が
貫
徹
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
宗
派
単
位
の
封
建
的
支
配
体
制
が
出
来
上
が
り
、
僧
侶
の
階
級
も
形
成
さ
れ
、
本
末
制

度
は
確
固
た
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
挺
子
に
し
て
寺
院
は
檀
家
を
経
営
基
盤
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
檀
家
制
度
が
確
立
し

ま
す
と
、
村
役
人
よ
り
寺
院
の
住
職
の
ほ
う
が
キ
リ
シ
タ
ン
統
制
や
宗
旨
人
別
改
帳
の
作
成
等
に
お
い
て
も
村
落
内
の
権
力
を
も
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
寺
請
制
度
の
た
め
新
し
く
出
来
た
寺
に
入
っ
た
住
職
の
多
く
は
、
教
学
の
研
鎭
や
充
分
な
修
行
を
つ
ん
で
い
な
い
僧
侶

達
で
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
等
の
僧
侶
を
教
育
す
る
場
で
あ
る
檀
林
（
学
林
）
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
曹
洞
宗
に
お
い
て
も

法
瞳
地
が
作
ら
れ
た
の
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
関
三
刹
に
設
置
さ
れ
た
の
が
始
め
て
で
し
た
。
全
国
に
法
憧
地
が
設
け
ら
れ
た
の
は
一

六
九
〇
1
一
七
〇
〇
年
頃
で
し
た
。
他
宗
の
檀
林
・
学
林
も
同
様
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
で
し
た
の
で
修
行
を
積
ま
ず
寺
請
証
文
の
み
し

か
書
け
な
い
多
く
の
僧
侶
達
の
行
動
が
村
落
で
は
し
ば
し
ば
村
役
人
と
対
立
し
、
幕
藩
領
主
の
年
貢
収
奪
機
構
を
脅
か
す
存
在
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
幕
府
は
こ
れ
ま
で
の
仏
教
保
護
政
策
の
手
直
し
に
手
を
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
次
ぎ
に
述
べ
る
諸
宗
寺
院
法

度
の
制
定
で
す
。

諸
宗
寺
院
法
度
の
制
定

　
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
七
月
一
一
日
、
幕
府
は
仏
教
全
宗
派
に
統
一
し
た
内
容
で
諸
宗
寺
院
法
度
を
布
達
し
ま
す
。

九
か
条
、
も
う
一
つ
は
老
中
連
署
状
五
か
条
で
す
。
次
に
そ
れ
を
意
訳
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
つ
は
将
軍
判
物

檀
家
制
度
の
成
立
と
展
開

四
九
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◎
将
軍
判
物
九
か
条

①
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
の
儀
式
・
作
法
を
確
実
に
守
る
こ
と
、

②
自
分
の
宗
派
の
儀
式
・
作
法
を
知
ら
な
い
者
は
住
職
に
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
、

③
本
寺
・
末
寺
の
関
係
で
は
こ
れ
ま
で
本
寺
の
権
限
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
部
分
的
な
が
ら
末
寺
の
権
限
を
み
と

　
あ
て
い
る
こ
と
、

④
寺
と
檀
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
寺
の
ほ
う
が
優
位
で
し
た
が
、
こ
こ
で
は
檀
家
側
に
寺
の
選
択
権
を
与
え
て
い

　
る
こ
と
、

⑤
末
寺
が
結
束
し
て
本
寺
に
抵
抗
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
、

⑥
こ
の
箇
条
は
守
護
不
入
権
を
否
定
し
た
も
の
で
す
。
中
世
以
来
犯
罪
人
・
浮
浪
人
が
寺
に
駆
け
込
み
そ
の
罪
を
逃
れ
て
い
ま
し
た

　
が
、
こ
の
時
期
か
ら
は
こ
れ
を
認
め
な
い
こ
と
、

⑦
寺
の
堂
塔
・
伽
藍
を
大
き
く
し
た
り
華
美
に
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
、

⑧
寺
領
の
売
買
・
質
入
を
金
銀
を
も
っ
て
契
約
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
、

⑨
僧
侶
の
削
減
を
は
か
っ
た
条
文
で
す
。
出
家
の
希
望
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
地
域
の
領
主
・
代
官
の
許
可
を
義
務
付
け
る
こ
と
、

　
さ
ら
に
最
後
に
は
こ
れ
ま
で
の
寺
院
法
度
と
こ
と
な
り
罰
則
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
　
◎
老
中
連
署
状
五
か
条

①
僧
侶
の
衣
躰
、
つ
ま
り
衣
の
色
や
材
質
は
僧
階
に
応
じ
て
着
用
す
る
こ
と
、
仏
事
・
供
養
は
檀
家
の
望
み
が
あ
っ
て
も
な
る
べ
く

　
簡
単
に
す
る
こ
と
、

②
有
力
檀
家
が
建
立
し
た
寺
院
は
そ
の
檀
家
の
意
見
を
聞
き
、
本
寺
と
相
談
し
て
住
職
を
決
め
る
こ
と
、



③
後
任
の
住
職
の
契
約
は
金
銀
で
き
め
て
は
い
け
な
い
こ
と
、

④
在
家
を
借
り
て
そ
こ
へ
仏
壇
を
置
き
、
寺
と
同
様
の
仏
事
を
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
、

⑤
僧
侶
は
原
則
と
し
て
妻
帯
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
知
人
の
女
性
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

　
せ
て
は
い
け
な
い
こ
と
、

親
類
の
女
性
も
寺
に
住
ま
わ

こ
れ
も
将
軍
判
物
と
同
じ
く
罰
則
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
以
上
二
通
の
法
度
に
対
し
て
す
べ
て
の
寺
か
ら
「
請
書
」
を
提
出
さ
せ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
こ
の
条
文
を
寺
の
住
職
が
確
実
に
読
ん
だ
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
で
す
。

　
次
に
二
つ
の
法
令
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
当
面
の
問
題
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
特
色
を
あ

げ
ま
す
と
、
第
一
に
宗
派
性
を
強
調
す
る
と
共
に
僧
侶
の
階
級
に
よ
る
衣
の
色
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
第
二
に
本
末
制
度
に
つ
い
て
は
む
し

ろ
末
寺
の
権
利
を
擁
護
し
て
い
ま
す
。
第
三
に
寺
と
檀
家
の
関
係
で
は
、
檀
家
に
寺
を
選
択
す
る
権
利
を
与
え
て
い
ま
す
。
第
四
に
守
護
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
り
う
ば

入
権
を
否
定
し
、
寺
の
境
内
や
寺
領
と
い
え
ど
も
領
主
の
権
力
が
及
ぶ
と
し
て
い
ま
す
。
第
五
に
当
時
の
史
料
を
み
ま
す
と
寺
に
は
庫
裏
姥
・

せ
ん
た
く
ば
ば
あ
　
　
ぼ
う
も
り
　
　
だ
い
こ
く

洗
濯
婆
・
坊
守
・
大
黒
な
ど
の
名
称
の
女
性
が
同
居
し
て
お
り
、
実
際
に
は
僧
侶
と
夫
婦
関
係
を
む
す
ん
で
い
る
例
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

幕
府
は
五
戒
の
一
つ
で
あ
る
「
不
邪
淫
戒
」
に
触
れ
る
の
で
当
然
の
こ
と
な
が
ら
女
性
と
の
同
居
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
例
外
と
し
て
妻
帯

が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
は
一
向
宗
・
修
験
の
み
で
す
。
第
六
に
僧
侶
株
・
寺
株
の
売
買
禁
止
、
ま
た
寺
領
の
売
買
・
質
入
も
禁
止
し
て
い
ま

す
。　

寺
請
制
度
の
実
施
に
よ
り
急
激
に
多
く
の
寺
院
や
僧
侶
が
輩
出
し
ま
し
た
。
こ
の
た
あ
幕
府
は
そ
の
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、
寺
院
が
檀

家
か
ら
の
経
済
的
収
奪
を
す
る
こ
と
を
極
力
押
さ
え
る
こ
と
に
専
念
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。

　
　
　
　
檀
家
制
度
の
成
立
と
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
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二

　
以
上
の
よ
う
に
諸
宗
寺
院
法
度
は
一
六
一
五
年
の
徳
川
家
康
の
寺
院
法
度
と
は
内
容
が
か
な
り
違
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の

段
階
か
ら
幕
府
は
こ
れ
ま
で
の
寺
院
保
護
政
策
か
ら
、
寺
院
統
制
策
に
そ
の
内
容
を
大
き
く
変
え
て
い
ま
す
。
ま
た
個
々
の
箇
条
を
み
ま
す

と
、
寺
院
僧
侶
の
実
態
を
細
か
く
分
析
し
、
そ
の
力
を
抑
え
る
こ
と
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
幕
府
の
宗
教
政
策
の
転
換
を
絶
好

の
機
会
と
と
ら
え
、
幾
つ
か
の
藩
の
大
名
達
は
寺
院
弾
圧
政
策
を
断
行
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
水
戸
藩
（
茨
城
県
）
主
徳
川
光
囲
や
岡
山

藩
（
岡
山
県
）
主
池
田
光
政
は
、
そ
れ
ぞ
れ
領
内
の
約
六
〇
％
の
寺
院
を
破
却
し
、
僧
侶
を
追
放
し
、
僧
侶
か
ら
農
民
に
身
分
を
変
え
さ
せ

て
い
ま
す
。

寺
院
側
の
対
応
と
葬
式
仏
教

　
江
戸
中
期
に
な
り
寺
請
制
度
が
強
化
さ
れ
ま
す
と
、
寺
と
檀
家
の
関
係
は
固
定
さ
れ
、
檀
家
制
度
が
確
立
し
ま
し
た
。
民
衆
の
葬
祭
は
檀

那
寺
で
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
そ
の
寺
か
ら
離
檀
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
形
態
を
葬
式
仏
教
と
よ
ん
で
い

ま
す
。

　
一
方
寺
院
の
側
で
は
本
来
は
古
代
中
国
の
十
王
信
仰
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
十
仏
事
を
寺
の
行
事
に
取
り
込
み
、
さ
ら
に
十
三
仏
事
・

十
五
仏
事
と
増
加
し
て
、
民
衆
の
生
活
に
定
着
さ
せ
ま
し
た
。

　
中
世
後
期
ま
で
は
十
王
信
仰
は
主
と
し
て
武
士
階
級
の
行
事
で
し
た
。
十
仏
事
は
中
国
の
「
十
王
経
」
で
説
か
れ
た
仏
事
で
、
初
七
日
・

二
七
日
・
三
七
日
・
四
七
日
・
五
七
日
・
六
七
日
・
七
七
日
・
百
か
日
・
一
周
忌
・
三
年
忌
の
十
回
で
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
な
り
檀
家
制
度
が
確
立
し
ま
す
と
、
こ
れ
を
庶
民
に
も
適
用
す
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
七
年
忌
・
十
三
年
忌
・

三
十
三
年
忌
が
加
え
ら
れ
、
十
三
仏
事
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。
そ
の
後
一
七
〇
〇
年
頃
に
な
る
と
十
七
年
忌
・
二
十
五
年
忌
が
付
け
加
え

ら
れ
、
十
五
仏
事
に
な
り
ま
し
た
。
十
五
仏
事
の
そ
れ
ぞ
れ
の
忌
日
に
は
本
尊
が
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
十
五
仏
事
は
先
祖
供
養
の



行
事
と
し
て
寺
と
檀
家
を
結
ぶ
パ
イ
プ
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
親
戚
の
者
が
こ
の
法
事
や
供
養
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
家
族
共
同

体
の
絆
を
確
認
す
る
機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
寺
院
は
檀
家
に
十
五
仏
事
を
義
務
ず
け
る
こ
と
に
よ
り
葬
式
法
要
で
経
済
的
収
入
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
一
方
檀
家
は

寺
か
ら
の
経
済
的
要
求
を
受
け
て
も
、
そ
の
寺
か
ら
離
れ
別
の
寺
へ
移
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
幕
府
が
離
檀
（
寺
か
ら
は

な
れ
る
こ
と
）
を
禁
止
し
た
法
令
を
出
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
ま
た
檀
家
に
と
っ
て
は
寺
請
証
文
を
寺
の
住
職
が
書
か
な
け
れ
ば
キ
リ
シ
タ

ン
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
村
落
内
で
生
活
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
勿
論
寺
請
証
文
を
書
い
て
も
ら
う
た
め
に
は
檀
家

は
一
人
銭
十
文
－
二
十
文
程
度
を
支
払
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
庶
民
に
は
信
仰
を
選
択
す
る
権
利
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
日
本
人
は
全
て
仏
教
徒
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
人
に
と
っ
て
の
寺
の
存
在
は
葬
式
法
要
を
行
う
場
所
と
い
う
認
識
が

強
く
、
仏
教
そ
の
も
の
へ
の
信
仰
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
七
〇
〇
年
以
降
に
な
る
と
寺
院
は
檀
家
に
墓
石
の
作
成
を
義
務
付
け
、
先
祖
供
養
を
強
調
し
、
十
五
仏
事
の
励
行
を
求
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
一
方
で
は
『
近
世
往
生
伝
』
・
『
妙
好
人
伝
』
を
は
じ
め
各
種
の
『
本
尊
霊
験
記
』
・
『
本
尊
利
益
記
』
な
ど
を
刊
行
し
、

「
現
世
で
の
倫
理
的
な
生
活
が
来
世
で
の
極
楽
往
生
に
つ
な
が
る
」
、
な
ど
と
の
説
話
を
檀
家
に
説
教
す
る
場
合
に
強
調
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
寺
で
の
法
要
の
折
、
地
獄
極
楽
の
様
子
を
絵
で
解
説
し
、
生
前
の
生
活
や
寺
へ
の
奉
仕
な
ど
が
極
楽
へ
行
く
条
件
と
強
調
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
絵
解
き
」
と
い
い
、
絵
解
き
専
門
の
僧
侶
が
数
多
く
輩
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
檀
家
制
度
の
第
五
の
段

階
で
、
日
本
人
全
員
の
生
殺
与
奪
の
権
利
を
寺
院
が
持
つ
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
形
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
檀
家
制
度
は
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
「
神
仏
分
離
令
」
・
「
廃
仏
殿
釈
」
の
政
策
な
ど
で
も
崩

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
太
平
洋
戦
争
後
の
宗
教
法
人
法
に
よ
っ
て
も
そ
れ
ほ
ど
の
影
響
は
う
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は

檀
家
の
家
族
共
同
体
さ
ら
に
は
村
落
共
同
体
そ
の
も
の
と
寺
の
檀
家
圏
が
重
な
り
合
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
一
九
六
〇
年
代
の
農
村
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か
ら
都
市
へ
の
大
量
の
人
口
流
出
に
よ
り
、
農
村
の
急
激
な
過
疎
化
が
進
み
、
そ
の
こ
と
で
村
落
共
同
体
は
ほ
ぼ
解
体
し
た
と
い
っ
て
い
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
地
方
の
寺
院
の
多
く
は
檀
家
を
失
い
、
さ
ら
に
は
家
族
共
同
体
も
壊
滅
し
た
現
在
、
檀
家
制
度
そ
の
も
の
の
意
義

が
問
わ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
深
刻
な
の
は
現
在
寺
院
の
約
三
〇
％
が
無
住
化
し
て
い
る
現
状
を
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

（
た
ま
む
ろ
・
ふ
み
お
　
名
誉
教
授
）


